
 

 

  会議録（要点筆記） 

会  議  名 令和２年度 第１回米原市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和２年 10 月 22 日（木） 午後７時 30 分～午後８時 45 分 

開 催 場 所 ルッチプラザ 健康ルーム 

出  席  者 ○田中 一郎、西林 正夫、中西 太、大谷 章、上田 洋平、 

谷口 嘉之、北澤 あさこ、一ノ宮 賢了、冨田 正子、谷口 絹代 

（敬称略、順不同） 

○生涯学習課（梶田課長、堀補佐、澤主幹、川村主任） 

協議事項 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 令和２年度年間行事予定 

４ 協議事項 

５ その他  

６ 閉会 

結論（決定した方

針等） 

議事録のとおり 

協 議 経 過 

（主な質問、意

見） 

事務局）過半数以上の委員が出席のため、本会議の成立を報告。 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

  梶田課長より挨拶。 

 

３ 令和２年度年間行事予定【資料①】 

事務局）資料①に基づいて説明。 

 

４ 協議事項 

（１）令和元年度主要事業実施状況および成果と課題と令和２年度の事業

内容【資料②】 

事務局）資料②に基づいて説明。あわせて米原市学びあいステーションの

概要についても説明。 

 

（２）コミュニティ・スクール見学(伊吹山中学校)を終えて【資料③】 

事務局）資料③に基づいて説明。 

委員長）見学参加者の感想等を聞かせていただきたい。 

委員）今年はコロナウイルス感染症の影響もあり、思うように事業が進め

られないようであった。会議の内容としては、校長と地域の人たちの思い

がしっかりしており、両者の関係がよく、楽しく進められていた。 



 

 

問題と感じたのは、委員に地域の主だった人が多く集められていたので、

新しい人が入りづらいと思った。学校としてももっと地域の人に参加して

ほしいと思っているようだが、どのように入ってもらうかが課題だと感じ

た。 

委員）今までで一番良い会議だと思った。一時間半があっという間で、全

くストレスに感じなかった。内容はもとより会議の進行が良かった。次第

に時間が書かれていて時間通りに進行していた。意見や質問が途切れた時

も、進行役が上手に話をつなげていた。 

委員）楽しかった。学校の活動は、子ども達のためにあるものだと思う。

地域の人達が活動の中で、どのように子ども達のことを思っているのか知

りたいと思った。昨年のふるさとウォークの様子も DVD で見たが生徒たち

が楽しそうだった。ジュニア民生委員にも、たくさんの子どもが参加され

ており、コミュニティ・スクールの成果が出ていると思う。 

委員長）うまく進行を進めており、参考になった。ボランティアの参加率

が高いことからも成果が出ていると感じた。伊吹山中学校はコミュニテ

ィ・スクールとして成功しており、もう一か所他の学校を見学したいと思

った。 

委員）報告書を読んだ感想としては、伊吹山中学校のコミュニティ・スク

ールは進んでいると感じた。来年コロナが落ち着いていたら、ふるさとウ

ォークの参加者を増やしたいとの意気込みが伝わってきた。 

委員）ジュニア民生委員の取組が素晴らしいと思った。コミュニティ・ス

クールの目的として、学校教育を豊かにするだけでなく、子どもたち力を

地域に還元するのは理想形だと思った。 

委員）コミュニティ・スクールは委員の人選が重要だと感じた。河南中学

校の花いっぱい運動は生徒の参加は少ないが、地域の広がりを感じる。花

いっぱい運動での花壇の種を欲しいという人がいた。そこでこの取組の話

をして、地域の輪の広がりを感じた。 

委員）そもそもふるさとウォークイベントの主催は学校ですか。 

委員）学校運営協議会の主催で行っている。役割としては、学校が主で進

めている部分も大きいが、将来的には協議会が主体となって行ってほしい

と思っている。 

事務局）人選が重要だと話にもあったが、人選を今後どのように広げるか

も大切だと思った。友達の友達を紹介してもらうとか、地域の輪を広げる

ことが必要だと思う。 

委員）コミュニティ・スクールは文部科学省の推奨事業で、県内の学校で

は約半数が実施しており、米原市でも今年度から全小中学校で実施してい

る。大東中も今年から行っているが、コロナウイルスの影響でまだ活動が



 

 

できていない。 

大東中としては地域にある三島池で何かしたいとの思いから、清掃活動や

写生大会を行いたいと思っていた。11 月６日には、写生大会を行う予定。

地域の人と生徒が一緒に行うことで地域の良さ改めて感じてもらいなが

ら、地域に貢献できる子どもを育てたい。『通いたい・通わせたい・関わり

たい』（生徒が通いたい、保護者が通わせたい、地域が関わりたい）をテー

マにコミュニティ・スクールの運営を進めている。 

委員）ルッチまちづくり大学でも、学校教育について学ぶ機会があっても

良いと思った。コミュニティ・スクールの活動を市民の多くの方が知らな

いと思う。活動を広げて市民にもっと知ってもらうことも必要。 

小学校・中学校は地域とのつながりが強いが、高校はあまり地域との関わ

りが薄いように感じる。高校にもコミュニティ・スクールのようなものが

あっても良いと思う。小学校から大学までが一体となってつながりをつく

れるようになると良いと思う。 

委員長）今回でコミュニティ・スクールの概要をつかめたと思う。他所の

事例を見ながら理解を深めていきたい。委員の皆さんも是非参加してもら

いたい。 

委員）河南中の花いっぱい運動に参加して、参加している人たちに話しを

聞くなど実際に体験することも大切だと思う。 

 

５ その他 

・社教情報 No.83 および社教連会報について紹介 

・滋賀県社会教育研究大会の参加可否依頼について 

 

６ 閉会 

 

 

会議の公開・非公

開の別 

■開示 □一部開示（根拠法令等：        ） 

    □非開示 （根拠法令等：        ）    

全部記録の有無 会議の全部記録  □有 ■無  録音テープ記録 □有 ■無 

担 当 課 生涯学習課  （55-8106） 

 


